
 
 

■大阪府連称号者伝達講習会 

  6 月 3 日大阪府連、称号者伝達講習会が大阪 

城弓道場で開催され、123 名が参加しました。 

「平成 30 年度指導方針」(機関誌「弓道」五月号)

記載事項に則り午前中全員一手行射、午後は射手、

指導者、評価者の 3 人一組による「一つ的射礼」

の相互研修が行われ、「射法射技の基本」、「基本体」

「正しい射法八節の実践」について細かく注意が

行われ、射手各人に評価書が手渡されました。 

◆重点項目として以下の諸注意がありました。 

 ・危険防止  ・信頼関係確立(セクハラ、パワハ 

ラ) ・ドーピング問題 ・トレーサビィリ 

ティー証明書の所持 

◆最後に今後留意する点の注意がありました。 

 【男子肌入れ】 

  肌入れの時、左袖を持って所作をするときに 

  「手の甲を見せないで所作をする。」 

 【女子襷ほどき】 

  襷をたたむ時に「前に出した右手は動かして 

  はいけない。」 

  ※詳細は各クラブでの伝達の時に指導を受け 

て下さい。 

■国体出場選手決定選考会 

 6 月 10 日、万博記念公園弓道場において 

  1 次選考会に選ばれた男子 12 名。女子 8名に 

 よって決定選考会が開催されました。 

  結果は次の通りでした。選考されました選手 

 の皆さんは 8 月 18 日・19 日に田辺市で開催 

されます「近畿ブロック大会」で本選出場の 

可否が決定します。 

【男子】 

 清水一磨(豊中) ・川嶋昂信郎(住吉) 

 立畠潤一郎(豊中)・田口裕貴(住吉) 

 山本和彦(八尾) 

 

【女子】 

  大野みゆき(豊中) ・小村舞衣(高槻) 

  小畑かがり(豊中) ・芝 里菜(清和) 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

■大阪府連夏季審査 

  6 月 17 日、大阪府連夏季審査は、無指定～初 

段の部は万博記念公園弓道場。弐～四段は堺 

初芝体育館弓道場に於いて行われました。 

受審者総数 325 名。審査結果は次の通りでした。 

☆無指定 

初段  18 名 一級 44 名 二級  3 名  

☆初段   40 名 弐段 37 名 

  ☆参段 11 名 

   村上歓次朗(朝日) ・和田 学(堺) 

    井上 徹(高津)    ・山岡怜央(歯科大) 

原 優斗(教育大) ・今田啓資(大阪大) 

山野章子(茨木)    ・岸本達明(住吉) 

多田和代(吹田）   ・杉山聡子(加支多) 

堀尾由加利(堺)   

  ☆四段   2 名 

   富永 修(豊中)  ・宇野哲司(堺) 

 

 

 

 

 

■全日本弓道選手権大会選手決定選考会 

  6 月 24 日岸和田市立総合体育館弓道場に於い 

て「全日本弓道選手権大会選手決定選考会」 

が 1次選考会に選ばれた男子 12 名、女子 9 

名によって開催されました。結果、7 月 22 日 

大津市で開催されます近畿予選会へ出場する 

選手が次の通り選考されました。 

 【男子】 

   平野雅一(茨木) ・吉山伸二(枚方) 

   吉田 志(豊中) ・野中秀治(万博) 

   吉田健治(吹田) 

  【女子】 

   山﨑みづほ(高槻) ・小松正美(朝日) 

   篠田淳美(堺)   ・北川浩子(豊中) 

   阪口裕子(万博) 
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